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病原体名1

結核菌

5 結核
長引くせきは結核かも

潜伏期間3

数か月から数年

年齢層2

全年齢

感染していても発病しなければ、周囲へ感染しません。 

発病した初期は無症状で、健康診断の時に胸部レ

ントゲンで偶然発見されることもあります。 

２週間以上の長引くせき、たん、微熱、けん怠感、

夜間の寝汗などが出ます。血が混じったたんや、食

欲不振、体重減少が見られることもあります。 

医師が感染の恐れがないと認めるまで学校へは出席

停止です。 

たんの中に結核菌が見つかると、保健所から連絡が

症状と決まりごと4



82

⑤
④
⑤

疾
病
別
の
対
策
編

入り、結核専門病院に入院することになります。ま

た、保健所が健診を行い他の感染者を発見します。 

感染経路は空気感染です。

感染者と同じ空間に長時間

いると、感染する危険性が

高まります。 

胸部レントゲンの定期健診

で早期に発見して治療を始めることで、周りの人に感

染させる可能性がとても低くなります。 

乳児には、重症化を防ぐために BCG の定期接種が

行われています。ただし感染を防ぐことはできません。 

周囲に拡げないために 6

診断と治療5

たんの検査や胸部レントゲン

で診断します。 

抗結核薬による治療を通常 6

〜 9か月間行います。 

自己判断で薬を中断すると、

薬が効かない耐性菌になる可能性があります。

薬は最後まで飲み続けましょう。 


